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手順 1’ グループ Aがディスカッション練習を行い，グループ Bが Aのディスカッションを FWMで
観察する。
















山口・栁田 (2019)では，YouTubeや学内の CMS上で共有したビデオファイルと FWM上の観察結
果とが同期するよう拡張した。この拡張により，時系列グラフの時刻表示部分をクリックすると，当該















ニング」(13コマ，1コマ 105分)の一環として実施した。受講者は学部 1年生 14人（すべて留学生）
である。

































1回目 2回目 3回目 合計
自己観察 479 289 570 1338
他者観察 363 348 565 1276
3.2.2 属性別の集計結果







































0 5 10 15 20 25 30
う〜ん
いいね









0 5 10 15 20 25 30









0 5 10 15 20 25 30
う〜ん
いいね









0 5 10 15 20 25 30









0 5 10 15 20 25 30 35 40
う〜ん
いいね









0 5 10 15 20 25 30 35 40









0 5 10 15 20 25 30
う〜ん
いいね









0 5 10 15 20 25 30 35



































時系列グラフの比較例として，図 14，15を示す。これは，ディスカッション練習 A(図 4と 5)の結
果である。観察が集中するシーンを比較すると，異なる点はいくつか発見できるが，最もわかりやすい
のが，他者観察の最右の特徴シーン（図 15の黒矢印）である。他者観察では，「いいね」「う～ん」の観








図 14 ディスカッション練習 Aの時系列グラフ (自己)
図 15 ディスカッション練習 Aの時系列グラフ (他者)
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